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テクストとしての判決
――「近代」と「憲法」を読み解く

テクストって何，とお思いでしょう。本書は，最高裁の判決を素材として，一人一人の執筆
者が，そこに隠されている「近代」と「憲法」の思想を探り出してみせるという試みに挑戦
した，新しい判例研究の手法への取組みの成果です。憲法研究者を中心として，民法・法哲

学分野からもご執筆をいただきました。
　「判決を読む」ということ，それ自体は，本誌の読者が日頃向き合っているような，学習方法や実務
の道具立てとしての「判決の読み方」よりも，もっと知的で深みのある作業となりうることを示した
い。そう考えた執筆者たちは「近代」の手がかりとなる，思想・宗教・文学・歴史といった光を判決文
に当てて，反射光に目を凝らしました。果たして判決文という一見硬直的なテクストの中に「近代」と
「憲法」は見つかるのか。
　学習や実務に少しお疲れのあなたと，もう一度，知的探求心に溢れる冒険に出たい。そんな思いの詰
まった，珠玉の論文集です。（清田）
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充実の執筆陣と重要判例！
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